
平成27年度　補助事業・寄付等一覧
平成28年5月作成　NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク
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宗教法人真如苑 【寄付金 5,000,000円】

農水省 都市農村共生・対流総合対策交付金事業（平成25-27年度事業） 【87,103円】

実施主体：遠野・住田ふるさと体験協議会
事業実施名称「後方支援拠点地域によるグリーン・ツーリズムを活かした都市農村活性化ネットワーク化プロジェクト」

公益財団法人大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 【4,000,000円】
事業実施名称「被災地の手仕事EAST LOOP 完全移管プロジェクト」

事業内容）EAST LOOP事業の独立採算運営事務局への完全移管。被災地の作り手と連携し、現地での継続的な活動を行う。

事業内容）

ほっとひといき事業：仮設住宅やその周辺の自宅避難などの被災地に居住している方々を対象に（1回20名）を遠野市内へバスで移送し、日帰りで「入浴」「昼食」

「自由時間」「買い物」（「被災者の心身のリフレッシュ」「仮設入居後のコミュニティ形成の場の提供」となることを目的とする事業。被災地への野菜支援事業：

月４回ほど福島県の野菜を、大槌町や陸前高田の高齢者世帯などへ配布する事業。

事業内容）

・研修生の受け入れ

・子ども農山漁村交流

・地域資源の活用やボランティアを取り込んだグリーン・ツーリズム

・自然・景観を活かした美しいむらづくり

・「食」を活用し観光と連携したグリーン・ツーリズム

経産省 「地域イノベーション協創プログラム事業（地域資源活用ネットワーク形成支援事業）」

事業主体：NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク 【委託費 864,000円】

事業内容）

来訪者が継続的に訪問し、関わり続けることができる復興プロジェクトを南三陸、釜石、陸前高田で、可能であれば3プロ

ジェクトずつ（計9プロジェクト）設定し、地域づくりに参画するツアープログラムを構築する。これにより、最終的には移

住や二地域居住へと促すことを目指す。遠野山里ネットはその中で釜石地域の業務を委託された。

大阪よどがわ市民生活協同組合 【寄付金 535,025円】

「被災地支援 見守り活動」

生活協同組合おおさかパルコープ 【寄付金 5,100,000円】
「被災地支援 見守り活動」

使用用途）

陸前高田市や大槌町を中心とした仮設住宅などへの見守り活動や各種支援活動の人件費、燃料費として

大阪船場ロータリークラブ

「動画通信機器の寄付」（復興支援活動のため）菊池きくち

林野庁 森林・山村多面的機能発揮対策事業（平成26-28年度）【3,937,500円】

実施主体：やかまし村里山会、上郷不動岩会、上郷小森山会、上郷里山会

事業内容）

地域住民が中心となった民間協働組織が実施する、周辺地域住民による地域の森林の保全管理等の取組

環境保全】集落周辺の里山林を維持するための景観保全・整備活動 、集落周辺での鳥獣被害の防止活動、風倒木や枯損木の除去、集積、処理

森林資源】針葉樹の伐採による薪の採取とほだぎの採取

森林空間】地域の森林における森林環境教育や森林レクリエーション活動の実践等

平成27年度 NPO法人遠野山・里・暮らしネットワークへの寄付
5/15 ブランディーボ 尾上誠司様、7/15 徳吉英一郎様、8/7 丸野逸子様、9/17 菊池康雄様、1/15.3/17 宮川紀子様

【寄付総額 126,040円】 活動支援

東日本大震災現地NPO応援基金[特定助成]『しんきんの絆』復興応援プロジェクト 【1,093,331円】
事業実施名称「災害復興公営住宅のコミュ二ティづくり促進プロジェクト」

事業内容）被災地では仮設住宅から災害公営住宅や高台への移転が進んでいる。災害公営住宅では、様々な地区からの入居者が混在し、新たなコミュニティの形成が

必要となる。自治会が組織される（orこれから設立）ものの、コミュニティづくりが難しい現状にある。 そこで、自治会や地元関係団体と連携をしながら、住民が

主体的にコミュ二ティづくりができるきっかけとなる交流イベントを実施する。

使用用途）

陸前高田市や大槌町を中心とした仮設住宅などへの見守り活動や各種支援活動の人件費、燃料費として


